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研究成果の概要（和文）：本研究は，短縮語（「デジタル・カメラ」が「デジカメ」となる現象）が作られる過
程にどのような音韻的規則が適用されるかについて，実験的・対照言語学的な観点から探究する。これまでの研
究から得られた研究成果により，調音点の類似によってもたらされるOCPについては解明されている。しかし，
その他の音韻的類似性に関与する具体的な要因の解明は手つかずのままである。
また，従来の研究は，個別言語における現象の一般化にとどまっており，普遍的な言語現象としての短縮語を探
る研究には至っていない。以上を踏まえると，短縮現象にみる言語多様性および言語普遍性を記述するために
は，他言語との対照研究は必要不可欠である。

研究成果の概要（英文）：This research examines the phonological rules in the formation of clipped 
compounds (e.g., ‘dezitaru kamera (digital camera)’ being clipped into ‘dezikame’, from an 
experimental and comparative linguistic perspective. Previous studies have elucidated from the 
perspective the Obligatory Contour Principle (OCP), driven by articulatory similarity. However, they
 have not thoroughly investigated the specific factors contributing to other phonological 
similarities. 
Furthermore, previous research has been confined to generalizing phenomena within individual 
languages, falling short of examining clipped compounds as a universal linguistic phenomenon. 
Therefore, the present study takes a cross-linguistic comparative approach to comprehensively 
describing the linguistic diversity and universality in the formation of clipped compounds.

研究分野： 言語学、日本語学、音韻論

キーワード： 短縮語　OCP　音節　特殊モーラ　声調　有標性　外来語

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
OCPは，日本語を含め多くの言語で観察および分析されているが，短縮語形成におけるOCPの影響を俎上に載せた
実験的研究は管見の限り存在しない。また，短縮語形成における音韻特徴については，他言語と比較・対照した
上で総合的記述を目指している研究はこれまでにない。本研究によって日・中・韓短縮現象の音韻特性が解明さ
れた暁には，通言語学的研究も期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
短縮現象とは，主に外来語において頻繁に見られる現象であり，基の語の一部を切り取ること

によって新たな語を作り出すことである（Itô 1990; 窪薗 2002）。短縮語は，基の語の語構成によ
り，単純語短縮と複合語短縮に分けられる。単純語短縮は，基の語の左端または右端から順に削
除することで短縮語が形成される（例：イラストレーション→イラスト）。一方，複合語短縮は，
複合語を構成する各構成要素の語頭から順に切り取るというプロセスが一般的である（a）。 
ところが，複合語を構成する前部要素の 2 拍目に長音が含まれていると，（b）のような不規則

的なパターンが生じる（以下，「・」は，複合語を構成する構成要素の境界を示す）。 
 

a. シャープ・ペンシル → シャーペン 
b. パーソナル・コンピューター → パソコン，*パーコン 

 
先行研究（文 2016ab; Moon 2018 など）により，短縮の結果出来上がった語の内部において，

類似した音の連続は避けられやすいことが明らかにされている（例：シャープ・ペンシル→*シ
ャプペン（syapu-pen）の場合，短縮語の内部に同一子音 /p/ が連続してしまう）。このような現
象は，長年の理論研究の中で Obligatory Contour Principle（以下，OCP）として説明されてきた
（Leben 1973; Goldsmith 1976）。しかし，以下のような論点が課題として残されている。 
 
問題１ 類似性に関与する音韻的要因の特定が一部にとどまっていること 
問題２ 言語一般に適用可能な分析がなされていないこと 
 
これまでの研究から得られた研究成果により，調音点の類似によってもたらされる OCP につ

いては解明されている（Moon 2018）。しかし，その他の音韻的類似性に関与する具体的な要因の
解明は手つかずのままである。OCP に違反する音韻的類似性とは何かという問題を実証的に解
明することによって初めて，類似性に関わる音韻的要因の全体図が見えてくると考えられる。 
また，日本語の短縮現象は，音韻構造（音節，拍など）が果たす言語的役割の重要性を示す上

で非常に有効な研究対象とされてきた。しかし，従来の個別言語研究は，当該言語における現象
の一般化にとどまっており，普遍的な言語現象としての短縮語を探る研究には至っていない。以
上を踏まえると，短縮現象にみる言語多様性および言語普遍性を記述するためには，他言語との
対照研究は必要不可欠である。 
  
２．研究の目的 
 
上記の問題を受け，本研究では以下のような 2 つの目的を設定した。 

 
目的１ どのような音韻的要因が類似性に関与するか，実験を通して検証すること 
目的２ 目的１の言語特徴が他言語においても観察できるかどうか比較・対照すること 
 
まず，短縮現象に影響する音韻的要因を解明するためには，言語外的要因（社会的要因，語彙

的要因など）を取り除く必要がある（文 2017）。本研究では，話者の心的辞書（レキシコン）に
記載されていない仮想語を用いて実験を行い，どのような音韻的要因が類似性に関与するかを
探究する。次に，他言語における短縮現象を比較・対照することで，短縮という言語現象にみる
音韻特徴の多様性に加え，普遍原理の一端を解明する。 
 
３．研究の方法 
 
研究１ 短縮語形成に影響する OCP についての実験研究 
 
先行研究により，調音点（place）に関しては「唇音 > 舌頂音，舌背音」の順に OCP が強く働

くという結果が得られている（文 2016ab; Moon 2018）。この結果に調音様式（manner）などによ
る検証を加えることで，類似性をより強く引き起こす音韻的要因を特定することができる。 
調音様式（manner）に関する仮想短縮語実験を例として説明すると次の通りである。実験では，

形成された短縮語の連続する子音が，同じ調音点を有する一方で調音様式は異なるという音韻
条件を設ける。例えば，/p/ と /m/ は，いずれも唇を調音点とする子音であるが，調音様式はそ
れぞれ破裂音と鼻音で異なる。実験協力者には，音韻条件が異なる 2 つの語形（例：セパパレ vs. 
セママレ）の中から，より自然に感じる語形を 1 つ選んでもらい，その結果を分析する。同様に，
有声性（voice）の影響についても検証する。日本語において，一般に有声重子音の出現が阻止さ
れやすい（Kuroda 1965; Itô and Mester 1999）が，外来語では随意的に起こり得る（Itô and Mester 



1995; Nishimura 2003）（例：ドッグ（doggu）～ドック（dokku））。後部要素の頭子音が無声音で
ある場合（例：ロックラ）と有声音である場合（例：ロッグラ）における仮想短縮語実験を通し
て，有声性が音韻的類似性に与える影響について明らかにすることができる。 
 
研究２ 短縮語形成にみる多様性と普遍性についての対照研究 
 
短縮語の形成における多様性と普遍性を探るため，日本語の研究成果に加え，韓国語と中国語

の短縮語データを比較・対照した。韓国語と中国語の短縮現象を分析するためには，日本語の短
縮語データ（異なり語数 1,101 語）と量的・質的に等しいデータが必要である。韓国語と中国語
における短縮語の収集には，フィールド調査と文献調査を併用した。これらの調査を通じて収集
したデータを分析することで，個別言語の特徴に加え，言語一般的な特徴の解明を試みた。 
 
４．研究成果 
 
まず，研究目的１（どのような音韻的要因が類似性に関与するか，実験を通して検証すること）

を達成するために，実験研究を行った。その結果は次の通りである。 
 
（１）Moon and Kumagai（2019）では，OCP を有標性（markedness）という観点から捉え，外来
語を基体とする複合語の短縮過程に OCP がどう影響するかについて考察した。 
前部要素の 2 モーラ目に長音を含む複合外来語の短縮形としては，保持形（例：シャープ・ペ

ンシル → シャーペン）と補完形（例：パーソナル・コンピューター → パソコン）が生じ得る。
実験では，基体を構成する前部要素が無意味語，後部要素が有意味語からなる仮想複合語を用い
た。また，前部要素の無意味語には，仮想の意味を付け加えている（例：シーダリス（致命的な）・
ダメージ）。音韻条件としては，次の 3 つを設けた。条件 I では，補完形として短縮されても OCP
違反が生じない（例：カーヤリス・タキシード → カヤタキ（kaya-taki））。条件 II （OCP-C）で
は，補完形として短縮された場合，形態素境界部で同一子音が連続する（例：シートレス・タピ
オカ → シトタピ（sito-tapi））。最後に，条件 III（OCP-CV）では，補完形の形態素境界部で同一
音節が連続する（例：シーダリス・ダメージ → シダダメ（sida-dame））。調査協力者（日本語母
語話者）には，仮想複合語とともに保持形（例：シーダメ（sii-dame））と補完形（例：シダダメ
（sida-dame））の 2 つの例を提示し，短縮語としてより自然に感じる語形を 1 つだけ選んでもら
った。本研究を通じて明らかになったことは，次の 2 つである。第一に，「条件 I < 条件 II（OCP-
C）< 条件 III（OCP-CV）」の順に有標性が高い。第二に，OCP の影響は和語や漢語のみならず，
外来語においても明確に現れる。 
 
（２）文・熊谷（2021）では，形態素の境界部に置かれる重子音（geminate consonant）の有標性
が短縮語形成に与える影響について考察した。 
単純語の場合，無声阻害音だけでなく，有声阻害音も重子音を形成することができるが（例：

/kjappu/, /heddo/），接近音は一般に促音化しにくく、その実例も外来語のうちごく稀にしか見ら
れない（例：アッラー/arraa/）（Kawahara 2015）。一方で，複合語短縮は，無声阻害音が最も促音
化しやすい（例：/nikkado/）。複合語由来の短縮語データ（文 2021）において，前部要素の第 2
モーラが促音である例は 26 語であった。そのうち，短縮語形に促音が保持される例を取り出し
た結果，重子音が無声阻害音からなるものが圧倒的に多かった。しかしながら，そもそもデータ
ベースのうち促音を含む実例がかなり僅少であるという点，また，複合語の構成素によっては特
定のパターンとして短縮されがちであるという問題があった。これらの問題を克服するために，
語形成実験を行った。具体的には，複合語を構成する後部要素の頭子音の音韻特徴によって，保
持形と補完形の選択率に差があるかどうかを検証した。語形成実験の結果は次の２点でまとめ
られる。１つ目は，外来語であっても，母語話者のレキシコンにない新語に対しては，和語に働
く音韻制約が適用され得る可能性があるという点である。２つ目は，聞こえ度が高い重子音であ
るほど有標性が高く，かつ重子音の有標性が短縮語に影響する音韻的要因の１つであるという
点である。 
 
（３）文・熊谷（2024）では，複合語短縮の韻律構造に焦点を当てて，重音節が連続する出力形
は避けられるかどうかについて検証した。 
複合語短縮のデータ（文 2021）の実例分析を通して，連続した重音節を有する出力形は比較

的少ないことが確認された。しかし，重音節が連続する短縮語が少ない理由として，重音節の連
続が構造的に嫌われているからではなく，単に重音節から始まる前部要素と後部要素の複合語
自体が少ないからという理由が考えられる。従って，複合語短縮の出力形として，重音節の連続
が回避されやすいかどうかについて実験的に検証する必要があった。仮想短縮語実験を行った
結果は，次のようにまとめられる。第一に，複合語短縮は，保持形として短縮されることが多い。
第二に，短縮語形において重音節が連続する構造は，一様に回避されるとは限らない。特に，複
合語を構成する前部要素の第 1 音節に促音または長音を含む語においては，そこに撥音や二重
母音を含む語に比べて，保持形より補完形が選ばれやすく，それは促音と長音が持つ特殊モーラ
としての特徴に起因すると考えられる。 



 
次に，研究目的２（目的１の言語特徴が他言語においても観察できるかどうか比較・対照する

こと）を達成するために，データ調査及び分析を行った。その結果は次の通りである。 
 
（１）文昶允・劉莎（2023）では，日本語・中国語・韓国語における短縮語がどのような音韻的
規則から作られるのかについて探究するために，実例調査及び分析を行った。結果をまとめると
次の通りである。第一に，韓国語の場合，日本語と同じく複合語の前部要素から 1 音節，後部要
素から 1 音節を切り取るパターンが最も一般的であるが，類似する分節音の連続による OCP は
違反しやすい。第二に，中国語の場合，典型的な短縮語形は日本語・韓国語と同様であり，同一
音調が連続する語形であっても短縮語として許容される。 
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